






Ⅰ,超音波 Dopplor 法(連続波)に関する研究

研究目的

　X 線と異なり,超音波の生体作用に閾値(thre shold)のあることが示唆され

つつある。現在,超音波診断装置が生体に及ぼす超音波エネルギーを抵減させ

ることは,将来の医政に直接関係する重大な問題である。


